
団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 129.9 ％） （達成度 222.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 101.5 ％） （達成度 103.7 ％） Ａ Ａ 下げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 30.4 ％） （達成度 364.2 ％） Ｂ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 63.3 ％） （達成度 110.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 112.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 400.0 ％） （達成度 100 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 130.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 上げる 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 変更する

令和3年度は目
的・テーマをか
え、コロナ時代を
生き抜くための開
催としていく。

目標
数値

20
実績
数値

26
目標
数値

90

目標
数値

3
実績
数値

12
目標
数値

100

若手後継者育成事業
（学ぶ女性セミ
ナー）

令和2年は猛威を振るう新型コロナ
ウイルスにより経済は大打撃を受け
ている。女性経営者も試練を与えら
れる中、女性会員の持続的発展のた
め、自ら勉強する姿勢を身につけ、
新しい視点からコロナ禍の時代をた
くましく生き抜く力を身につけるこ
とを目的とする。アフターコロナを
どう生きるか、人間の本質である心
の在り方等、セミナーを通じ考えて
いきたい。

講師に村松大輔氏を迎え、
当所大会議室にて【これか
らの時代をどういきるか】
のテーマでセミナー開催。
参加者は26名(内17名女性会
員)。その内アンケート回収
は26名（回収率100％）。

女性会会員並
びに関係者等

事業者

指標

事業参加者数

指標

アンケート調査結果
「今後の考え方が変わった」
や「社業や家庭で役立つ内容
だった」など、個人やその事
業に役立つ内面の部分に訴え
る内容だったといえる。また
書物や動画ではなかなか理解
できなかった内容が理解でき
た、という受講者もあった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

50
実績
数値

56
目標
数値

若手後継者育成事業
（全国会員総会参

加）

女性のさらなる活躍が求め
られる中、女性経営者の資
質向上や自己研鑚を促すた
め全国商工会議所女性会連
合会関係の研修会への参加
をする。

岡山県倉敷市での開催では
なく、オンライン開催（半
田商工会議所大会議室にて
視聴）に変更され、参加予
定外の会員も参加する事が
出来た。
参加者：12名

当所の
女性会会員

指標

事業参加者数

指標

アンケート調査結果
当初は義務者3名で参加
予定であったが、オンラ
イン開催により、他会員
も参加できました。会員
総会の雰囲気、実施内容
も理解され、記念講演会
は受講者が得られるもの
があった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
100

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和3年度の若手
後継者育成事業で
は、女性会はセミ
ナーと視察研修会
を予定しており、
全国大会への参加
は女性会本会計で
実施することとす
る。

令和2年度はコロナ禍で
事業自体の延期・中止を
余儀なくされたが、その
中でもどういった設えな
らば開催もしくは参加者
が安心して参加できるか
等を考え抜き、参加率の
目標が達成できたことは
今後の糧となる。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

この1年間の経験
を踏まえて、新し
い行動様式に合っ
た事業を開催し、
より会員の参加率
を高めるととも
に、資質向上に努
める。

青年部・女性部
事業

青年部は次代を担う青年経済人とし
て、若手経営者・後継者・幹部職員
等が、人格教養を高め、経営能力の
向上と企業の発展を図るため、自己
研鑽に資する研修事業と共に、商工
会議所活動への参画、協力を通じて
地域経済、地域社会の繁栄に貢献す
る。また、異業種交流の場としての
活用で、会員相互の連携と人脈作り
へと繋いでいく。また、女性会は、
会員の資質向上を図るとともに、女
性の視点から職業を通し街の活性化
に積極的に取り組む。

◆青年部：研修会1回開催、
59名、参加率46％。一般事
業2回開催、延べ126名、参
加率50％。
◆女性会：役員会毎月1回開
催、参加率80％、一般事業2
回開催、延べ36名、参加率
46％

小規模事業者
等における
若手経営者

（後継者等）
並びに

女性経営者

指標

青年部・女性会事業
事業参加率

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
22

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

開催回数等検討す
ると共に、経営発
達支援計画に基づ
いた参加者数を増
やしていく。 〇創業支援

事業者は当地域経済の活力と雇用の
維持の源泉を担っている。当地域の
事業者数を増やすことで、地域の振
興に資する。創業希望者及び創業5
年以内の小規模事業者の知識習得、
創業計画策定を支援することで、ス
ムーズな開業へと繋いでいく。ま
た、知多ビジネスプランコンテスト
への応募を促し、創業計画を支援す
る。

創業支援者数38名
管内創業者数7名
起業家支援セミナー受講者数22
名
ハンズオン支援者数0名
起業家支援セミナー「創業塾」
卒業生起業家の集い参加者数4名

創業希望者
及び

創業5年以内の
小規模事業者

指標
創業相談延べ件数

指標

起業家支援セミナー受講者
数

支援機関が創業にかなう環境づ
くりを重視することで、事業者
数の自然減を抑えるとともに地
域の活力づくりに繋げている。
創業計画作成を機とした継続的
な伴走支援を実施することによ
り、創業後の安定的な経営及び
変化に対応できる経営力の向上
に繋がっている。

目標
数値

60
実績
数値

38
目標
数値

20

集団指導は、地域中小・小規
模事業者のニーズに応え、受
講者には今後の経営安定の一
助に繋がった。個別指導は、
小規模事業者が抱える問題点
（新型コロナウィルス感染対
策含む）を、専門家を交えた
解決策を見出すことで、事業
経営者の経営安定に資するこ
とができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
193

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロナウィル
ス感染症対策を考
慮し、オンライン
セミナ―等開催を
検討し、小規模事
業者の参加者数を
増やすしていく。

目標
数値

780
実績
数値

講習会等

市内事業所の大半を占める小規模事
業者が抱える経営上の問題点を解決
するために、経営知識の普及の方法
として集団講習会を開催し経営の安
定を図る。個別講習会は専門家相談
を通じて、事業所の課題解決や事業
計画策定・実行支援への助言・指導
を行う。また、あいち産業振興機構
や金融機関等との連携により、事業
承継を中心に相談者発掘等行う。

集団指導
6回　受講者38名（全体60
名）

個別指導
96回　受講者数193名
（全体216名）

小規模事業者

指標

集団指導年間受講者数

指標

個別指導年間受講者数

目標
数値

125
実績
数値

38
目標
数値

53

記帳継続指導

市内個人小規模事業者の自
主記帳能力を養成し、小規
模事業者の経営改善に資す
ることを目指し、記帳から
決算申告に至る一貫した記
帳継続指導を行う。また、
なるべく全案件を電子申告
対応としていく。

・指導事業所数  69事業所
・指導延日数　546日
・指導延回数  809回
・電子申告数 65件

小規模事業者

指標
指導事業所数

指標

目標
数値

2,000

指導延回数
経理事務の省力化の他、
売上状況や経費等の速や
かな把握により、経営改
善策定や経営の方向性・
営業方針の決定等に有効
であった。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

809

機械的に毎月帳簿
入力をするだけで
なく、試算表から
見えてくる数値を
事業所へ理解して
もらうような指導
をしていきたい。

目標
数値

68
実績
数値

69

2,597
目標
数値

50

総
合
評
価

Ａ

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数
新型コロナウイルス支
援、小規模事業者の体質
改善支援並びに各種施策
普及を行う事ができた。
また、課題解決提案を
113事業所に対応し、経
営力向上の支援をした。

目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

実績
数値

111

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標①

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

より多くの事業所
の課題を把握し、
解決提案する事業
計画づくりの伴走
型支援に注力して
いく。 〇

巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業所の大多数を占め、市内
商工業の基盤をなす小規模事業者の
持続的発展に努める。また、創業・
経営革新への積極的な支援・促進を
実施する。このため、窓口での相談
指導をはじめ、多忙な小規模事業者
の対応を高めるべく積極的に巡回相
談指導を行い、7年で地域小規模事
業者を一巡するとともに、事業所の
課題を把握し、解決提案をする事業
計画の作成並びに補助金等申請・手
続きの伴走型支援を行う。

巡回・窓口指導（非会員）
　実企業数　1,126(134)
　延べ指導件数
2,597(181）
課題解決提案件数111
経営革新承認数　0件 小規模事業者

指標

実績
数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標①

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 0.0 ％） （達成度 0.0 ％） － － 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

－ － 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 100.0 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 60.0 ％） （達成度 46.7 ％） Ｃ Ａ 現行どおり 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 331.1 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 48.0 ％） （達成度 75.0 ％） Ｃ Ａ 下げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
30

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナ影響を考慮し
参加企業数、商談確
定件数ともに目標を
下げるが、広報強化
を行い多くの小規模
事業者の経営に資す
ることを目指す。

〇
商談会・

ビジネスマッチング
事業

展示会や商談会を開催し、市内事業
者が参加することにより、事業者の
新たな取引先を開拓し、事業の拡大
に繋げることを目的とする。事業者
の取り組みや新商品等を広く紹介
し、ビジネスマッチングの機会を創
出する。また、金融機関等との連携
を強化し、食のビジネスフェア
「あいち知多半島メッセ」に取り組
む。

アライアンスパートナー発
掘市2020（6/22～6/26）：
参加事業所10、商談確定件
数12
食のビジネスフェア　あい
ち知多半島メッセ2021出展
企業30社（小規模事業者20
社）

中小・小規模
事業者

指標

アラパー事業商談確定件数

指標

ビジネスフェア出展事業所数
商談会に市内事業者が参
加することにより、市外
の新たな取引先を開拓す
ることができ、事業の拡
大に繋げることができ
た。

目標
数値

25
実績
数値

12
目標
数値

40

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き事業者の
意識づくり、意識
向上を図る取り組
みを実施し、参加
事業者数の更なる
向上に努める。

〇
観光振興・

醸すブランド化事業

当地の近代の繁栄を築いてきた産業
のひとつである「醸造業」、および
生活に根付く「醸造文化」に着目し
た地域活性化の取り組み「醸-
KAMOSU-事業」を生かし、賑わいの
創出、販売拡大に繋げることで小規
模事業者の振興と経営の安定に寄
与。交流人口の増加策を企画し、継
続的な事業を実施する。また、地域
資源である「半田運河」への年間を
通じた誘客を仕掛ける半田市、半田
市観光協会等の支援機関と協調し、
商品開発支援・販促支援を行い、継
続的な仕組みを構築するとともに小
規模事業者の「稼ぐ力」づくりを行
い、小規模事業者の振興に繋げる。

・商品開発個別相談会実施
（食のビジネスフェア あい
ち知多半島メッセ2020内）
…参加受講者数3名
・半田すしぼん事業…参加
事業者数22事業者
半田めぐりん事業（めぐり
んチケット）…参加事業者
数127事業者
・知多半島観光圏協議会へ
の参画

中小・小規模
事業者

指標

事業参加事業者

指標

「食のビジネスフェア
あいち知多半島メッセ
2020」では、出展者を対
象とした相談会を開催
し、商品開発と事業計画
策定を支援するとともに
気付きと方向性を見い出
した。地域資源の「醸
造」を活かした食関連事
業は、市民をはじめ、当
地を訪れる観光客への発
信となり、事業者の意識
づくりを図った。

目標
数値

45
実績
数値

149
目標
数値

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

140

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

半田商業施設助成
事業は予算枠の拡
充が予定されるた
め、目標件数を達
成に努める。知っ
て得するゼミナー
ル事業参加者が減
少している事も鑑
み目標を下げる
が、参加の向上に
努める。

商店街・街づくり
事業

市内商店街の衰退が進み、中心市街
地の活気が無くなっている。そこで
関係団体である商工会議所、中心市
街地3商店街、市商連、㈱はんだ賑
わいビル開発、㈱トロワ・アバンセ
の5団体が中心となり商店街の活性
化・まちづくりと中心市街地の活性
化を推進する。賑わい創出、商業活
性化の各種事業の実施により、中心
市街地をはじめとする地域の賑わい
創出、まちづくりを支援する。

半田市商業施設助成事業利
用　　　利用：6事業所

知って得するゼミナール参
加店舗：20店舗　　受講者
数140名 中小・小規模

事業者

指標

半田市商業施設助成事業
利用数

指標

知って得するゼミナール
受講者数

半田市商業施設助成事業では、
今年度から新たに中心市街地の
出店促進エリアを設けたこと
で、当該エリアへの新規開業も
あり。コロナ禍においても、賑
わい創出に寄与できた。
知って得するゼミナール事業
は。コロナ禍での開催におい
て、参加店舗・参加者減少。し
かし、オンライン開催の模索や
十分なコロナ対策など、集客に
向けた動きの意識の向上が見ら
れた。

目標
数値

10
実績
数値

6
目標
数値

300

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

100

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

令和3年度の若手
後継者育成事業で
は、青年部は公開
型研修会を予定し
ており、全国会長
研修会への参加は
青年部本会計で実
施することとす
る。

若手後継者育成事業
（全国研修会参加）

全国会長研修会は、各地商工会議所
青年部の指導的役割を担う当該年度
会長、次年度会長予定者、および担
当事務局が対象のもの。一堂に会
し、地域経済を担うリーダーとして
の資質向上と意識高揚を図るととも
に、熱意ある会員（次代を担うリー
ダー候補者）も参加することで、
各々が所属する青年部単会の直面課
題等について、同じ立場の者同士で
意見交換を行うと共に、時流に合っ
た政策提言などについても学ぶ機会
である。
参加し、得た情報を単会にフィード
バックすること、新たな人脈を築く
ことで、青年部組織の活性化、自社
企業の発展、地域活性化にも広がる
ものとなり、今後の青年部活動も実
りあるものとなる。

令和2年11月20日（金）から
大分県大分市にて開催され
た全国会長研修会に参加。
各セクションに分かれた研
修会では、日本YEGに加入し
ている他単会の同立場のメ
ンバーとの交流も図ること
が出来た。

当所青年部会
長及び、次期
指導的立場と

なる者

指標

事業参加者数

指標

アンケート調査結果

全国の同立場のメンバーと意
見交換することで、半田YEG
が持つ魅力、また不足してい
る箇所なども見え、刺激にな
ると共に、今後の活動におい
ての視野も広がると思う。地
元行政等に政策提言をしてい
く必要性や意識面は、年々高
くなっており、今後の課題で
あることを感じると共に、組
織率向上における、会員増強
を会全体で、積極的に行うこ
とは喫緊の課題であることを
感じた。目標

数値
3

実績
数値

3
目標
数値

100

総
合
評
価

－

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

0

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

コロナ禍での研修
会ということを大
前提に置き、どの
ような社会情勢で
も開催できる設え
をしていく。

若手後継者育成
事業

（経営意識啓発
セミナー）

青年部と言う組織は年齢制限があ
り、限られた時間の中で、様々な活
動を通して成長を求められる。その
ため、青年経済人として、実践的な
研修を通じて啓発し合い、自己研鑽
を続けることで、自己の成長、永続
的な自社の発展、更には地域の発展
の一助とするため、政策提言をテー
マとしたセミナー及びパネルディス
カッションを実施し、青年部の立場
から行政への政策提言を行う土壌づ
くりと、親会である半田商工会議所
の社会的役割について理解を深め
る。

令和3年1月に政府より発出
された緊急事態宣言によ
り、中止の判断をした。

会員事業所の
若手経営者・

後継者・
幹部職員

指標

事業参加者数

指標

アンケート調査結果

目標
数値

80
実績
数値

0
目標
数値

70

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 半田商工会議所

得られた効果 備考目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標①

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 90.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 89.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.0 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 108.2 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 244.4 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 127.5 ％） Ａ Ａ 現行どおり 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

95,655

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

景気動向実態調査は訪
問先への支援をより密
なものにしていく。Ｈ
Ｐアクセスに関して
は、本年同様、広報強
化を行い、各事業への
施策普及や、セミナー
案内等を行い、小規模
事業者の経済的発展の
支えに寄与する。

〇調査・広報事業

内部環境・外部環境の様々な変化が
経営に及ぼす影響は大きく、規模の
大小を問わず事業者は常にその動向
を探り、適応していかなくてはなら
ない。取りまとめた地域の動向・情
報を円滑に提供することにより、経
営に資していただく。広報では、会
報誌『カイギショゲッポウ』、メー
ルマガジン等を通じて各種情報の発
信を行うことで、事業者の経営の方
向性を決定する一助を担う。

◆景気動向実態調査先60事
業所に、4半期に一度実施。
◆ホームページ年間アクセ
ス数95,655件

中小・小規模
事業者

指標

景気動向実態調査
調査先事業所数

指標

ホームページ
年間アクセス件数

景気動向実態調査を調査先60
件に4回行い、取り纏めた情
報を次調査時に提供できた。
ホームページに関しては、
ゲッポウとの連動により、施
策や事業を広報することで、
市内事業者が情報収集するこ
とができ、経営の一助となっ
た。目標

数値
60

実績
数値

60
目標
数値

75,000

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各団体と連携し、
小規模事業者に必
要な事業を開催
し、経営力の強化
を図るとともに、
地域活性化の一役
を担う。

産業団体等指導事業

関係団体の事業を支援し、
指導育成を通じて、各事事
業所の経営力の強化を図
る。

半田市商店街連合会 12回
日本珠算連盟半田支部 9回
(公財)日本電信電話ユーザ
協会知多地区協会1回 各種団体の

会員

指標
事業実施回数

指標

地域社会に対する貢献、
各団体の強化と事業所の
経営力強化が図られた。

目標
数値

9
実績
数値

22
目標
数値

今後とも、より多
くの労働保険事務
組合受託事業所を
目指す。

目標
数値

255
実績
数値

276
目標
数値

目標
数値

100
実績
数値

121
目標
数値

労働保険事業
（労働保険事務組

合）

事業主に代わって各種届出
等労働保険の事務を処理す
ることで中小企業事業主の
事務負担を軽減するととも
に、労働保険の適用促進及
び各種制度の推進を図る。

・中小事業主の労働保険事
務の代行
　委託事業場数　276事業所

小規模事業者

指標
委託事業所

指標

労働保険に関する事務処
理の軽減と、適正処理が
図れた。 総

合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

1,500
実績
数値

1,344
目標
数値

福利厚生事業

小規模事業者の健全な経
営、雇用を図るため、各種
共済制度を普及し、福利厚
生の充実を図る。

あおぞら共済加入促進キャ
ンペーン春に実施
共済新規加入者数:121人

中小・小規模
事業者

指標
あおぞら共済新規加入者数

指標

あおぞら共済加入促進
キャンペーンを通じて、
従業員の福利厚生制度の
提案ができ、共済新規加
入121人に繋がる事がで
きた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

共済制度リニュー
アルに伴う長期的
なキャンペーンを
実施し、より多く
の事業所へあおぞ
ら共済の加入をす
すめる。

日商・東商検定を通じ
て、地域の人材育成に繋
げた。

総
合
評
価

Ａ

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今年度はコロナ禍の緊
急事態宣言で夏の検定
がほぼ中止となった。
次年度は東商検定とﾘ
ﾃｰﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ検定が
ネット試験化されるた
め目標を下げると共
に、各事業所へ情報提
供、公共施設等での広
報強化を行い受験者増
加を目指す。

検定等支援事業

各種検定試験を実施し、地
域の人材育成を支援するほ
か、地域社会に貢献する。

検定試験の開催
（①珠算・簿記 ・リテール
マーケティング・PC、　②
カラーコーディネーター・
ビジネス実務法務 ・福祉住
環境コーディネーター ・環
境社会検定）
検定受験者数:①日商検定
1,208人、②東商検定136人

中小企業従業
員や一般市民

指標

検定受験者数(人)

指標

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も、コロナ影
響を考慮した部
会・委員会事業を
通じて小規模事業
者の支援に繋げて
いく。

部会・委員会事業

最近の企業ニーズに合った事業
企画を実施し、事業所のレベル
アップを図る。
部会・委員会の会議並びに研修
会等を通じて事業所間での異業
種交流も図られ、経営改善事業
との相乗効果が見込まれ、企業
発展に寄与する。

部会：会議29回、事業12回
委員会：会議10回、事業3回

中小・小規模
事業者

指標
会議・事業実施回数

指標

部会・委員会活動を通じ
て、地域や中小・小規模
事業者の支援になる事業
が実施できた。

目標
数値

60
実績
数値

54
目標
数値

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


